
人
権
人
権
人
権

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

連
載【
人
権
シ
リ
ー
ズ
】

輝
く
輝
く
輝
く

■
い
ま
だ
に
残
る
差
別

　

町
内
の
公
共
施
設
で
差
別
落
書
き
が
発
見

さ
れ
て
か
ら
、
６
月
で
２
年
が
経
ち
ま
す
。

こ
の
間
、
県
内
で
、
差
別
落
書
き
の
他
に
、

土
地
差
別
事
象
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

令
和
の
時
代
と
な
っ
て
も
、
い
ま
だ
に
差
別

意
識
が
社
会
に
根
付
い
て
い
る
現
実
で
す
。

●
悪
質
で
卑
劣
な
犯
罪
行
為

　

２
年
前
の
差
別
落
書
き
は
、
特
定
の
地
域

を
差
別
や
偏
見
に
基
づ
き
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
す
る
内

容
の
落
書
き
で
し
た
。

　

公
共
物
へ
の
落
書
き
そ
の
も
の
は
、
軽
犯

罪
法
や
刑
法
の
器
物
損
壊
罪
で
罰
せ
ら
れ
る

犯
罪
行
為
で
す
。さ
ら
に
差
別
表
現
に
よ
り
、

人
の
心
を
深
く
傷
つ
け
る
重
大
な
人
権
侵
害

と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
落
書
き
は
、
自
分
の
欲
望
を
満

た
す
だ
け
で
な
く
、
見
た
人
に
、
偏
見
や
思
い

込
み
に
よ
り
新
た
な
差
別
意
識
を
植
え
付
け
た

り
、
差
別
意
識
を
助
長
し
た
り
す
る
恐
れ
も
あ

り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

ひ　
　

と

ひ　
　

と

ひ　
　

と

めめめ

ききき
ららら

くくくく
男
女
男
女

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

連
載
【
人
権
シ
リ
ー
ズ
企
画
】

●
差
別
落
書
き
が
意
味
す
る
も
の

　

差
別
落
書
き
は
、
差
別
意
識
を
表
現
し
た

一
部
の
現
象
で
、
日
頃
の
差
別
的
な
考
え
や

思
い
が
「
卑
劣
な
差
別
落
書
き
」
と
し
て
現

れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
ど

れ
だ
け
人
を
深
く
傷
つ
け
、
苦
し
め
不
安
に

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
私
た
ち
は
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

落
書
き
を
し
た
当
事
者
の
問
題
は
も
と
よ

り
、
広
く
社
会
に
潜
在
す
る
差
別
意
識
が
問

題
で
、
こ
う
い
っ
た
差
別
意
識
を
無
く
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

●
差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
場
合
は

　

万
が
一
、
差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
場
合

は
、
役
場
人
権
推
進
課
や
施
設
の
管
理
者
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
自
分
の
事
を
考
え
る
き
っ
か
け

　

人
権
問
題
は
、「
自
分
に
は
関
係
な
い
」

と
思
わ
ず
に
、「
自
分
の
心
は
ど
う
だ
ろ
う
」

と
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
一
人
が

自
分
の
心
に
問
い
か
け
る
こ
と
が
、
差
別
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。　

　

差
別
の
な
い
明
る
い
町
を
つ
く
る
た
め
、

住
民
み
ん
な
で
学
び
合
い
、
共
に
語
り
合
い

ま
し
ょ
う
。
町
で
は
今
後
と
も
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
　

役
場
人
権
推
進
課　

人
権
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

役場環境保全課  環境保全係　☎096（293）3113

　

町
で
は
、
地
下
水
を
蓄
え
る
こ
と
と

節
水
を
目
的
に
、
次
の
設
備
を
設
置
す

る
場
合
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

設
置
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
が

変
わ
り
、
ご
み
の
出
し
間
違
い
が
増
え
、

収
集
さ
れ
ず
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
な
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、「
燃
や
す
ご
み
」
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
？

　

中
身
（
商
品
）
を
取
り
出
し
た
り
、

使
い
切
っ
た
後
に
不
用
と
な
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の「
容
器（
入
れ
も
の
）」や「
包

装
（
包
み
、
袋
）」
を
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
該
当
す
る
も
の

に
は
、
必
ず
プ
ラ
マ
ー
ク
が
印
字
ま
た

は
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
保
全
に

　
　
貢
献
し
ま
し
ょ
う

「
環
境
美
化
の
日
」を

　
　
　
　
　
中
止
し
ま
す

間
違
い
や
す
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

●
４
月
か
ら
の
捨
て
方

無有

燃やす
ごみ

容器包装
プラ

知
っ
て
い
ま
す
か
？「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関

係
に
あ
る
人
か
ら
受
け
る
暴
力
の
こ
と
で

す
。
暴
力
に
は
、
殴
る
、
蹴
る
と
い
っ
た
身

体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
暴
力
、

生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
経
済
的
暴
力
、

行
動
の
制
限
な
ど
の
社
会
的
暴
力
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

特
に
、
学
生
な
ど
若
い
人
の
間
で
、
交
際

相
手
か
ら
受
け
る
暴
力
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

と
言
い
ま
す
。

　
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
事
件

や
傷
害
事
件
な
ど
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ

と
も
あ
る
、
相
手
の
人
権
を
侵
害
す
る
行
為

で
す
。
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
暴
力
は

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
や
周
り
の
人
が
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ

う
、
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
例

　

殴
る
、
蹴
る
な
ど
身
体
に
対
す
る
暴
力
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
際
相
手
に
「
自
分

●
問
い
合
わ
せ　

　

役
場
人
権
推
進
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
０
９
６（
２
９
３
）７
９
２
０

と
の
予
定
を
最
優
先
に
し
ろ
」
な
ど
と
命
令

し
た
り
、
携
帯
電
話
の
着
信
履
歴
や
メ
ー
ル

の
チ
ェ
ッ
ク
、
交
友
関
係
や
行
動
の
監
視
な

ど
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
、
自
分
の

思
い
ど
お
り
に
支
配
し
た
り
束
縛
し
よ
う
と

す
る
態
度
や
行
動
も
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」で
す
。

●
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
、「
一
人
で
」「
自
分
た
ち

だ
け
で
」
解
決
す
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
い

問
題
で
す
。
も
し
自
分
が
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被

害
に
あ
っ
た
ら
、
反
対
に
大
切
な
人
を
傷
つ

け
て
悩
ん
で
い
た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
信
頼

で
き
る
人
に
相
談
す
る
か
、
相
談
窓
口
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

・
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

　

＃
８は

れ

れ

ば

０
０
８

・
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
【
平
日
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

　
【
土
日
祝
】
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

　

☎
０
９
６（
３
８
１
）７
１
１
０

・
熊
本
県
警
察
本
部
【
24
時
間
対
応
】

　

☎
０
９
６（
３
８
３
）９
１
１
０

　

ま
た
は
＃
９
１
１
０

雨
水
浸
透
ま
す

雨
水
貯
留
タ
ン
ク

●
補
助
条
件

・
排
水
量
の
多
い
雨
樋
か
ら
接
続
す

　

る
こ
と

・
浸
透
ま
す
に
は
、
雨
水
以
外
の
も

　

の
を
流
入
さ
せ
な
い
こ
と

●
補
助
条
件

・
有
効
貯
水
量
が
50
㍑
以
上

・
５
年
以
上
耐
え
ら
れ
る
構
造
、
材

　

質
で
あ
る
こ
と　

な
ど

●
補
助
金
額

　

１
基
当
た
り
１
０
，
０
０
０
円

※
最
大
４
基
ま
で

●
補
助
金
額

・
貯
留
容
量
２
０
０
㍑
以
上
の
場
合

　

３
５
，
０
０
０
円
（
上
限
）

・
貯
留
容
量
２
０
０
㍑
未
満
の
場
合

　

設
置
に
要
す
る
費
用
の
２
分
の
１

　

２
４
，
０
０
０
円
（
上
限
）

おおづおおづおおづの
大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会大津町企業連絡協議会しごとしごとしごと

熊本営業所の全景 海上コンテナの蔵置

【企業概要】

●所在地　　菊池郡大津町平川1261

●業　種　　物流業

●従業員数　14人　

●事業内容　輸出入及び国内物流業務

●連絡先　　☎096（294）6111　

名港海運株式会社 熊本営業所

海・陸・空の物流サービスを
トータルで提供します

　熊本営業所 所長　熊本営業所 所長

安安
やすやす

田田
だだ

　　和和
かずかず

弘弘
ひろひろ

  さんさん

　名港海運株式会社は、愛知県名古屋市に本社を置き、港湾運
送事業を中心とした国際総合物流企業です。熊本営業所は、昭
和52年熊本市内に開設し、平成12年大津町にある21,313平方
メートルの敷地へ移転しました。
　私たちの事業内容は、博多港や熊本港などで、輸出入される
貨物の税関への通関手続きを含む、輸出入の取り扱い業務や海
上コンテナの輸送を行っています。
　また、約2,000坪の倉庫を活用し、輸出入貨物のみならず国

内貨物の取り扱い業務を行っており、物
流企業として、社会に貢献していきたい
と考えています。

プラマーク
なし

　

６
月
の
環
境
美
化
の
日
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止

し
ま
す
。
な
お
、
10
月
の
開
催
は
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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